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できる！つかめる！のびる！
個の見取りを授業に生かす小学校の理科指導

「 」■主 題 小学校理科における個を伸ばす指導の工夫

－ぐんぐんシートの活用と一人でも指導できる

補充的・発展的な学習を取り入れて－

■特別研修員 大谷 優 （前橋市立荒牧小学校）

堀込 裕 （榛名町立第五小学校）

■ 小学校理科において、児童の学習到達度を見取るためのぐんぐんシートを作研究の概要

成・活用した。見取った児童の実態に応じて、一人の指導者でも効果的に指導

できる補充的・発展的学習を取り入れた。ぐんぐんシートを活用することで、

児童は自己評価能力を高め、自分に適した学習を選択することができた。その

結果、補充的な学習を選択した児童は、基礎・基本を着実に身に付け、発展的

な学習を選択した児童は、理解をさらに深めた。

■キーワード 【理科－小 学習指導法 評価 自己評価 補充的な学習 発展的な学習】

平成15年度群馬県総合教育センター産業科

学グループが小学生に行ったアンケート調査

によると「勉強の内容がよく分からなかった

時、もう一度勉強したり、じっくりと勉強し

たい 」と考えている児童は80％ 「勉強の。 、

内容がよく分かった時、もっとくわしく勉強

したり、深く勉強したい 」と考えている児。

童は69％いるという結果であった。この調査

結果から補充的な学習や発展的な学習を多く

の児童が望んでいることが分かる。それぞれ

の児童が、望んでいる学習を効果的に行うた

めには、自分のつまずきや学習状況をきちん

と把握することが必要である。また、指導者

も児童の学習到達度を把握し、それぞれの児

童の学習到達度に応じた指導を行うことによ

り、個を伸ばすことができる。

児童の学習状況を見取り評価する方法とし

ては、山梨大学堀哲夫教授が開発した一枚ポ

。 、ートフォリオ評価がある これをもとにして

平成15年度産業科学グループの先行研究で

は、学習履歴シートを作成した。この学習履

Ⅰ 個を伸ばすために

歴シートは、児童のつまずきや学習状況を把

握する手だてとして有効であることが明らか

になっている。この学習履歴シートを、児童

の学習到達度を評価規準に即してより客観的

に見取るために、評価の指標を取り入れたぐ

んぐんシートとして改善し、活用したいと考

えた。

このぐんぐんシートを活用し、児童の学習

到達度を適切に見取り、必要に応じて、補充

的・発展的な学習を取り入れることが、個を

伸ばすために有効であると考えた。

また、個を伸ばすための補充的・発展的な

学習を同じ時間内で行うには、二人の指導者

。 、 、で行う方が効果的である しかし 理科では

少人数指導やＴＴ等のきめ細かな指導のため

の人員が配置されている小学校が少ない。そ

のため、多くの小学校で一人で授業を行って

いるのが実状である。

そこで、小学校理科における個を伸ばす指

導として、個を見取り適切な支援を行うため

のぐんぐんシートを作成・活用すること、一

人の指導者でも補充的・発展的な学習を同時

に効果的に指導するための指導方法を工夫す

ることを研究のねらいとした。

群 G04 - 02

教

セ 平 16. 222集



－2－

先行研究の学習履歴シートは、児童が学習

を振り返り自己評価を行い、指導者が児童の

学習の様子を見取りコメントする双方向から

の学習履歴評価法を取り入れた１枚のシート

である。このシートは、単元ごとに１枚ずつ

作成してある。

この学習履歴シートは、教師が児童の学習

状況を見取り、児童の自己評価能力を育てる

のに大変有効であるが、児童の学習到達度を

客観的に評価するための指標が明らかにされ

ていなかった。また、児童が記入するのにも

教師が見取るにも時間がかかった。そこで、

学習履歴シートをもとにして、児童の学習到

達度を客観的に見取るための評価の指標を明

らかにし、短時間で児童が記入したり指導者

が見取ったりできるものとして、ぐんぐんシ

ートを作成し活用した。

ぐんぐんシートの作成や活用に当たって

は、以下のような工夫をした。

(1) 工夫した点

○評価規準をもとに、観点別に学習到達度を

評価するために、観点別の設問を取り入れ

た （ただし、必要に応じて観察や学習プ。

リント等でも、児童の学習到達度を見取っ

た ）。

○思考を見取るための設問では、児童が考え

を記述できる欄を設けたり、知識・理解を

見取るための設問では、児童が短時間で記

入できるように穴埋形式にしたりする等、

設問を工夫した。

○児童の学習到達度を客観的に評価するため

の指標として児童が記入したものを点数化

し、目標に対する到達度を明確にした。

○児童の学習到達度に応じたアドバイスを行

、 。うため 指導者からのコメント欄を設けた

○単元の導入で、学習前の児童の実態を把握

するための設問を設定した。

○単元のまとめで、指導者が学習到達度を評

価したり児童が自己評価をしたりするため

１ ぐんぐんシートの作成と活用

Ⅱ 個の見取りを指導に生かす方法

に、学習を振り返る記述欄を設定した。

、 。図１に ぐんぐんシートの作成例を示した

(2) 活用

○児童の学習到達度を分析し、個を伸ばすた

めの指導に役立てた。また、補充的・発展

的な学習を行うかどうかの判断をした。

○評価の指標としての点数化の基準を示し、

児童の自己評価能力を養うことにより、自

分の学習到達度を正しく把握できるように

した。そして、補充的・発展的な学習が必

要になった場合は、児童がどちらの学習を

行うのか適切に選択できるようにした。

一人でも効果的に指導するには、両方の学

習活動を見取り、適切な支援ができなければ

ならない。そのために、次のような指導方法

を工夫した。

(1) 授業展開の工夫

○補充的な学習と発展的な学習を共通の操作

や活動で行えるように工夫した。

例： ものの燃えかたと空気 （第６学年）「 」

＜補充的な学習＞

酸素には、ものを燃やすはたらきがあ

るかもう一度調べる。

＜発展的な学習＞

酸素には、金属を燃やすはたらきがあ

るか調べる。

○補充的な学習と発展的な学習を交互に指導

しても、指導者がいないときに児童だけで

活動できるように、展開を工夫した。

(2) 資料の提示、板書の工夫

○模造紙を掲示したりヒントを入れた学習カ

ードを活用したりして、時間をかけずに効

率的に必要な指導や支援を行えるようにし

た。

○座席や本時のねらい・実験方法の提示場所

等を補充的な学習と発展的な学習で半分に

分け、分かりやすくするための板書を工夫

した。図２に授業展開例、図３に座席及び

掲示・板書例を示した。

２ 一人でも効果的にできる補充的・発展

的な学習の工夫
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【 植物のからだのはたらき （第６学年 】図１ ぐんぐんシートの作成例 「 」 ）

６年 組 番（ ）植物のからだのはたらき

はじめに 植物のからだや成長につて、知っていることを書きましょう。 月 日（ ）

植 (1) 月 日（ ） （技能・表現） (2) 月 日（ ） （思考）
物

と ◎葉にでんぷんがあるか、調べる方法(1) ○日光に当てた葉と当てなかった葉に、ヨウ素液を
日 （たたきぞめ） つけると、色はどうなったでしょうか。

光
（ ） 、 。の ① の上に葉をのせて ２つ折りにする

は

た ② たたき台にはさんで、葉の形がうつるまで、
ら たたく。

き ・上の結果から、葉にできるでんぷんについて、
③ 葉をはがし、ろ紙についた葉をとりのぞく。 どんなことが言えるでしょうか。

④ 70～80℃の（ ）につけて、葉の緑色を

そっとあらい流す。

（ ） 、 。⑤ をつけて 反応を調べる

先生から 先生

３ ２

植 (3) 月 日（ ） （技能・表現） (4) 月 日（ ） （知識・理解）

物

の ◎葉にでんぷんがあるか、調べる方法(2) ○分かったこと
く （エチルアルコールを使う方法）

ら 葉に（ ）が当たると、
し ① 葉を（ ）につけて、やわらかくする。

と （ ）ができる。
日 ② あたためた（ ）に

光 葉を入れて、葉の緑色をとかし出す。

③ （ ）に入れてあらってから、
（ ）にひたす。

先生から 先生から
３ ２

学習をふりかえって 「植物のからだのはたらき」の学習で分かったことや感想を書きましょう。

月 日（ ）

学習前の児童の知識

学習前の児童の実態を把握する。

指導者によるコメント

児童の学習到達度に応じた

アドバイスを記入する。

客観的に評価するための指標

児童の学習到達度を客観的に

評価するための指標として児

童が記入したものを点数化す

る。

設問の工夫

思考の設問では考えを

記述できる欄を設けた。

知識・理解の設問では、

短時間で記入できるよ

うに穴埋め形式にした。

観点別の設問

評価規準をもとに、観点別に

到達度を評価する。

学習の振り返り

学習前と比較し、学習到達度を評価する。 児童は、学習を振

り返ることにより自己評価を行う。
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【 植物のからだのはたらき （第６学年 】図２ 授業展開例 「 」 ）

【 植物のからだのはたらき （第６学年 】図３ 座席及び掲示・板書例 「 」 ）

（太字は学習活動。細字は教師の支援及び留意点 ）③ 展開 。

時間＜補充的な学習＞ ＜発展的な学習＞

１ 葉に日光が当たるとでんぷんができるか １ 日陰で育っている植物の葉にも、でんぷ

どうか、一部をアルミホイルでおおった葉 んができるかどうか、調べることを知る。

・教師が補充的な学習を指導している間に、で調べることを知る。

1 0・教室の前面の黒板を利用し、本時のめあて 日陰の植物は、どうして日光が当たってな

、 。と内容を説明する。 いのに育つのか 学習カードに予想させる

・教師が発展的な学習を指導している間に、 ・教室の背面黒板を利用し、本時のめあてと 分

でんぷんは ヨウ素液で青紫色になること 内容を簡単に説明する。、 、

エチルアルコールで葉の緑色をぬいて調べ ・予想を発表させ、日陰には直射日光が当た

る方法を、模造紙による掲示と学習カード ってなくても、弱い光があることに気づか

への記入で確認させる。 せる。

２ 日光が当たったインゲンマメの葉と日光 ２ 日陰の葉と箱をかぶせた葉に、でんぷん

に当たらなかった葉に、でんぷんがあるか があるかどうか、調べる。

・日陰の葉と前日から箱をかぶせておいた葉どうか、調べる。

2 5・前日からインゲンマメの葉の一部をアルミ を準備させる 実験には シダを使用する。 、 。

ホイルでおおったものを準備させる。 ・たたきぞめとエチルアルコールで色をぬく

・準備の分担を指示し、必要な実験器具を準 方法のどちらの方法で調べるかグループご 分

備させる。 とに相談させる。実験方法が決まったら、

・発展的な学習にも目を配りながら、補充的 必要な実験器具を準備させる。

な学習を中心に机間指導を行う。 ・児童に自主的に実験させるようにする。

３ 実験結果をまとめる。 ３ 実験結果をまとめる。

補充的な学習と発展的な学習を交互に指導

しても、指導者がいないときに児童だけで

活動できるようにする。

補充な学習と発展的な学習を共通の

操作や活動で行えるようにする。

補充掲示・板書

補
充
座
席

発
展
座
席

発展掲示・板書

補充と発展で座席を分ける。

補充的な学習は、前の掲示や板書を見て学習する。

導入やまとめでは、全員が前を見る。

発展的な学習は、後ろの掲示や板書を見て

学習する。
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３～６年の理科の単元から、つまずきが予

想される単元の学習計画とぐんぐんシートを

作成した。また、その単元で児童のつまずき

が予想される内容での補充的・発展的な学習

。 、の展開例を作成した 各単元の学習において

作成したぐんぐんシートを活用して個に応じ

た指導と評価を行った。また、補充的・発展

的な学習の必要性が出てきた場合に、作成し

た学習展開例に基づく補充的・発展的な学習

の授業実践を行った。

１ 研究を行った単元

ぐんぐんシート及び補充的・発展的な学習

の展開例を作成した単元と、その補充的・発

展的な学習の内容と工夫は、以下のとおりで

ある。

（第３学年）

○「植物のからだをしらべよう」

補充的な学習では、校庭に出てホウセンカ

の根、発展的な学習では、いろいろな植物の

根を調べるという共通の活動を行った。

○「こん虫をしらべよう」

ぐんぐんシートなどから児童がおおむね満

足な学習到達度であったため、補充的・発展

的な学習は行わなかった。

○「日なたをくらべよう」

補充的な学習では、かげふみを行い、発展

的な学習では、日時計づくりを行った。両方

とも太陽とかげの関係について考えさせると

いう共通の活動を行った。また、児童が興味

をもってできるような教材の工夫を行ったた

め、自分の学習到達度に合った学習を選択で

きた（実践例１ 。）

○「光を当てよう」

補充的な学習では、鏡を使った迷路遊び、

発展的な学習では、虫めがねを使った絵の切

り抜きを行った。ともに教室で準備、校庭で

実験という共通の場所での活動を行った。

（第４学年）

○「もののかさと力」

補充的な学習では、一度使用した教材を工

夫して使用し、発展的な学習では、危険性の

Ⅲ 個を伸ばす授業実践

ない教材を使用することにより、一人の指導

者でも無理なく指導できるようにした（実践

例２ 。）

○「もののかさと温度」

補充的な学習では、空気と水を温めたとき

のかさの変化を比較し、発展的な学習では、

空気や金属が熱で膨張したときの現象につい

て確かめ、お湯で温めるという共通の活動を

行った。

（第５学年）

○「流れる水のはたらき」

ぐんぐんシートなどから児童がおおむね満

足な学習到達度であったため、補充的・発展

的な学習は行わなかった。

）（第６学年

○「ものの燃えかたと空気」

補充的な学習では、酸素にはものを燃やす

はたらきがあるかもう一度調べ、発展的な学

習では、酸素には金属を燃やすはたらきがあ

るか調べ、酸素の中で燃やすという共通の活

動を行った。

○「植物のからだのはたらき」

補充的な学習では、葉に日光が当たるとで

んぷんがつくられることを、葉の一部をアル

ミホイルでおおうことにより調べ、発展的な

学習では、日陰で育っている植物も葉にでん

ぷんがつくられるかどうかを調べ、でんぷん

の検出という共通の活動を行った。

○「生き物のくらしとかんきょう」

ぐんぐんシートなどから児童がおおむね満

足な学習到達度であったため、補充的・発展

的な学習は行わなかった。

○「大地のつくりと変化」

補充的な学習では、火山灰に含まれる粒が

、 、角張っていることを調べ 発展的な学習では

花崗岩を礫岩と比較し結晶を調べ、顕微鏡で

調べるという共通の活動を行った。

○「水よう液の性質とはたらき」

補充的な学習では、水溶液に溶けた金属が

別の物質に変化したことを調べ、発展的な学

習では、水溶液で身の回りのどんなものが溶

けるかを調べ、水溶液に溶かすという共通の

活動を行った。
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２ 実践例１ 「日なたと日かげをくらべよう （第３学年）」

(1) 単元の目標（省略） (2) 単元の評価規準（省略）

(3) 指導と評価の経過

次 時 学 習 活 動 主な評価規準 評価の方法

第 １ ○日なたと日かげのあたたかさの違いについて、生活経 関心・意欲・ ぐんぐんシー

（ ）１ 験などをもとに話し合った。 態度① ト はじめに

次 ○日なたと日かげをさがして、地面に手を当てて、あた 観察

たかさをくらべた。

２ ○温度計の使い方を知り、日なたと日かげの地面の温度 技能・表現① ぐんぐんシー

を午前10時ごろと正午ごろにはかって記録した。 ト(1)

○日なたと日かげの地面の温度をくらべ、違いについて 知識・理解① 学習ノート

まとめた。 思考①

第 ３ ○地面の温度の観察経験をもとに、日かげは、時間がた

２ っても同じところにできていたかを話し合った。

次 ○棒のかげの方向が時刻によってどうなるか、地面にし

るしをつけて調べた。

○太陽が動いているか、遮光プレートを使って建物のか 技能・表現②

べなどを目じるしにして調べた。

４ ○かげは、日光を遮るものがあると太陽のあるほうの反 知識・理解② ぐんぐんシー

対側にでき、太陽が動くことによってかげの方向も変 ト(2)

わることをまとめた。

第 ５ ○太陽の動きの観察や日常生活での経験をもとに、１日 関心・意欲・ 観察

３ の太陽の動きについて話し合った。 態度②

次 ○方位磁針の使い方を知った。 技能・表現③ ぐんぐんシー

○地面に四方位のしるしをつけ その中心に棒を立てて ト(3)、 、

そのかげの方向と太陽の動きを、１日の間で３回ぐら

い調べた。

６ ○自分たちの観察結果や教科書の資料から、太陽は１日 思考② ぐんぐんシー

の間に東から出て南を通り 西に沈むことをまとめた ト(4)、 。

１ 学習カード補 補充的な学習 発展的な学習 補充的な学習

○どうしたら鬼にかげをふ ○太陽の動き方のきまりの 知識・理解②充

まれないか、今までの学 学習をもとに日時計をつ 学習カード・ 発展的な学習

発発 習から考えながらかげふ くった。 技能・表現○

発展 みを行った。 知識・理解○

(4) 補充・発展的な学習の位置付け

〈補充的な学習の位置付け〉

太陽の光を遮るものがあるとかげができる

こと、かげが太陽の反対側にできることなど

既習事項の定着が不足な児童に、遊び的要素

を取り入れることにより、興味をもちながら

復習させることでその定着を図る。

〈発展的な学習の位置付け〉

この単元でねらいに十分達した児童に対し

第３次の１時間目で行った太陽の動きの観察

記録をもとに、太陽の動きを利用した日時計

を考えさせる。そのことにより、一日の太陽

の動きに対する理解を深めさせる。また、１

日の太陽の動きを考える点で中学の学習にも

つなげることができる。
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(5) 補充的・発展的な学習の指導経過

（一人で指導）

① 本時のねらい

〈補充的な学習〉

かげふみを行い、かげは太陽の光を遮るも

のがあると太陽の反対側にできることを理解

する。

〈発展的な学習〉

太陽の動きの観察記録をもとに、日時計を

つくり、１日の太陽の動きを理解する。

② 準備

学習カード〈補充的な学習〉

観察記録、画用紙、〈発展的な学習〉

15cm程度の棒、粘土

（太字は学習活動 細字は教師の支援及び留意点）③ 展開

時〈補充的な学習〉 〈発展的な学習〉

１ かげふみを行い、かげのできる様子に １ 第３時で使った太陽の動きの観察記録

ついてもう一度調べることを知った。 を準備した。

・教室の前面の黒板を利用し、本時のめあ ・教師が補充的な学習を行っている間に、 ５

てと内容（かげふみを行いかげのできる 観察記録を準備させ太陽の動きを復習さ 分

様子についてもう一度確認すること）を せた。

説明した。

２ かげふみを行い鬼にかげをふまれない ２ 画用紙と棒と粘土を用いて日時計を製

ようにするには、どうしたらよいか考え 作した。

・教室の背面黒板を利用し本時のめあてと ５た。

・教師が発展的な学習を行っている間に学 内容（観察記録のかげを参考に日時計を 分

習カードに自分の考えを書くように伝え 製作すること）を簡単に説明した。

た。

・自分で考えたことをもとにグループで意 ・画用紙、棒、粘土を用い日時計を製作さ

見交換させた。 せた。 15

・友だちの意見を聞きながら、どうしたら ・日時計を実際に使うときは、方位磁針で 分

鬼にかげをふまれないか自分なりの考え 北の方角を確認させた。

をもたせた。

・教師は、補充的な学習の指導を中心に行

った。

３ 校庭に出て学習カードに書いた考えや ３ 自分で製作した日時計が利用できるか

友だちの意見をもとにかげふみを行った 外に出て確かめた。。

・かげふみを行う前にけがをしないよう安 ・実際に日時計がその時刻を指しているか 15

全面に注意させた。 確認した。時刻があっていない場合は、

・考えたことがかげふみの中で実践できる 助言して自分の考えで訂正させた。 分

ように時間を確保した。

４ 本時の学習のまとめを行った。

・教室にもどり自分の考えがどうだったか補充的・発展的な学習を行ったそれぞれの感 ５

想を聞いた 。 分。

・ぐんぐんシートにまとめを記入させた。

（本時）④ 評価規準

【補充的な学習】

かげは太陽の光を遮るものがあると太陽

の反対側にできることが理解できる。

（知識・理解）

【発展的な学習】

太陽の動きの観察記録をもとに、日時計

、 。をつくり １日の太陽の動きを理解できる

（技能・表現、知識・理解）
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(6) 成果と課題

ア ぐんぐんシートの活用

○ぐんぐんシートの児童の記述から

・ はじめに」と「まとめ」で「日かげと「

日なたのちがいについて」という同じ質

問をしたところ、37名中26名が文章の量

が多くなり、また、内容においても、温

度計の測定結果から比較して記述されて

いるものが多かった。このことから学習

したことがしっかり生かされ、まとめる

ことができた。以下に児童のぐんぐんシ

ートの記述例を示した。

はじめに

日なたはあたたかい。日かげは、あ

ついときに入ったりするところ。

まとめ

日なたはあたたかく、日かげはつめ

たいのは、温度をはかってくらべてみ

てわかった。日光があたっていると温

度が高くなることがわかった。

・温度計や方位磁針の使い方について見取

った結果をもとに、次の授業の中で足り

ない部分を補った。その結果、ほとんど

の児童で使い方が身に付いた。

○ぐんぐんシートの得点と補充・発展的な

学習の選択数の関係

・ぐんぐんシートの得点と補充的・発展的

な学習の選択数の関係を表１に示す。補

充的・発展的な学習の選択を本人に任せ

たがある程度教師の意図どおりになっ

た。児童が、ぐんぐんシートの点数を参

考にして選択したことがわかる。このこ

とから児童の自己評価能力が身に付いて

きたといえる。そのため、自分に適した

学習が選択できたと考える。

・太陽の動きとかげの関係について正しく

、 。「 」書けた児童は 18名であった 日かげ

についてしっかり理解できた児童が半数

以下であった。また、ぐんぐんシートの

得点が２点以下の児童が９名いた。この

ことから補充的な学習の必要性を判断し

指導を行った。

表１ ぐんぐんシートの得点と補充的・

発展的な学習の選択数の関係

ぐんぐんシー 補充的な学習 発展的な学習

ト 合計得点 選択人数 選択人数

6点 満点 0人 0人（ ）

5 2 5

4 3 6

3 8 4

2 2 1

1 3 2

0 1 0

計 19人 18人

イ 一人でも効果的にできる補充的・発展

的な学習の工夫

・補充的な学習では、遊び的な要素を取り

入れたことで児童は、興味をもって取り

組むことができた。また、発展的な学習

では、授業で行った１日の太陽の動きに

ついて、日時計を製作しながら理解を深

めることができた。以下、児童の記述例

を示した。

日どけいをつくったとき、たいよう

が動くむきとかげが動くむきがはんた

いでおどろいた。たのしくべんきょう

できた。

・補充的な学習と発展的な学習とも教室で

活動する時間と外で活動する時間を同じ

に設定したため一人の指導者でも効果的

に指導を行うことができた。

・単元全体の学習を終えての評価テストか

ら十分満足できる状況であると判断でき

た児童は、37名中19名であった。また、

おおむね満足できる状況であると判断で

きた児童は、37名中13名であった。両者

を合わせると37名中32名となり、このこ

とから基礎・基本を着実に身に付けたと

考える。

ウ 課題

・本単元で使用した学びのカルテは、文章

でまとめるものが多かった。このため他

の単元のぐんぐんシートに比べ、児童に

とってやや負担が大きかった。ぐんぐん

シートは、発達段階に応じて、穴埋めと

記述のバランスを考えて作成する必要が

あると感じた。
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３ 実践例２ 「もののかさと力 （第４学年）」

（省略）(1) 単元の目標 （省略）(2) 単元の評価規準

(3) 指導と評価の経過

次 時 学習活動 主な評価規準 評価の方法

（ ）第 １ ・空気を入れたポリ袋やボール、プラスチックの入れ 関心・意欲・態 はじめに

１ 物などを圧して、手応えを感じた。 度① 観察

次 ２ ・空気でっぽうで玉をとばし、玉がとぶときの筒の中 関心・意欲・態 観察

の空気のかさや、後玉の位置を観察し、筒の中の空 度②

気のかさが小さくなって、玉がとび出すことをまと 技能・表現① ぐんぐんシー

めた。 ト(1)

第 ３ ・空気は圧し縮めることができるかに課題をもち、注 技能・表現② 学習カード

２ 射器に閉じこめた空気を圧して、かさと手応えがど

次 うなるか調べた。

・玉を水中にとばして、圧し縮められた空気が前玉を 思考① ぐんぐんシー

とばしていることを確かめた。 ト(2)

・空気は、圧し縮められてかさが小さくなるほど、圧

し返す力が大きくなること、この力で、空気でっぽ

うの前玉がとび出すことをまとめた。

第 ４ ・水も空気のように圧しこめられるとかさが小さくな 技能・表現③ 学習カード

、 、３ るかに問題をもち 注射器に閉じこめた水を圧して

次 かさや手応えがどうなるかを調べ、空気と比べた。 思考② ぐんぐんシー

・水は空気と異なり圧し縮められないことをまとめた ト(3)

５ ・空気ポンプのおもちゃをつくり、水が噴き出す理由 知識・理解①② ぐんぐんシー

を考えた。 ト(4)

・空気と水の性質の違いをまとめた。

補 補充的な学習 発展的な学習６

充 補充的な学習・空気でっぽうの中に、 ・浮沈子をつくって遊び、

線香の煙を入れ、圧し 浮沈子が浮いたり沈んだ 思考① 学習カード・

発 発展的な学習縮められた空気が玉を りする様子を観察するこ

圧し出すことを視覚的 とにより、科学的な現象 関心・意欲・態 観察展

にとらえた。 への関心を高めた。 度○ 学習カード発

(4) 補充的・発展的な学習の位置付け

＜補充的な学習の位置付け＞

圧し縮められた空気が、もとのかさへもど

ろうとして空気でっぽうの玉を圧し出すこと

を、とらえられない児童がいる。そこで、空

気でっぽうの筒の中に線香の煙を入れて、空

気が圧し縮められること、圧し縮められた空

気が玉を圧し出すことを視覚的にとらえる。

このことにより、空気が圧し縮められること

と玉がとび出すことを関係づけて考えること

ができる。

＜発展的な学習の位置付け＞

浮沈子の容器（ペットボトル）への力の加

え方を変えると、浮沈子の中の空気のかさが

変わり、浮沈子が浮いたり沈んだりする。こ

の不思議さから、科学的な現象への関心を高

めることができる。また、この学習は、中学

校での圧力や高校での浮力の学習へとつなが

る。
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(5) 補充的・発展的な学習の指導経過

（一人で指導）

① 本時のねらい

＜補充的な学習＞

空気でっぽうの中に線香の煙を入れ、空気

の様子を視覚的にとらえることにより、空気

が圧し縮められることと玉がとび出すことを

結びつけて考える。

＜発展的な学習＞

浮沈子をつくり、浮沈子が浮いたり沈んだ

りする様子を観察し、その不思議さに興味を

もち関心を高める。

（省略）② 準備

（太字は学習活動、細字は教師の支援及び留意点）③ 展開

時間＜補充的な学習＞ ＜発展的な学習＞

１ 空気でっぽうの中に線香の煙を入れて １ 浮沈子をつくることを知った。

・教師が補充的な学習を指導している間に空気の様子を観察することを知った。

・教室の前面の黒板を利用し、本時のめあ 学習カードにより、本時のめあてと浮沈 10

てと内容を説明した。 子の作り方を学習させた。 分

・教師が発展的な学習を指導している間に ・教室の背面黒板を利用し、本時のめあて

実験の準備をさせた。 と内容を簡単に説明した。

２ 空気でっぽうの中に線香の煙を入れて ２ 浮沈子をつくって遊んだ。

・必要なものを準備させた。力を加えたときの空気の様子を調べた。

・火の扱いに気をつけるよう指導した。 ・教師は補充的な学習の指導を中心に行い

・中の空気の様子をよく観察するために、 発展的な学習は児童が自主的に行うよう

空気でっぽうに栓をさせた。 にさせた。

・線香を使わないときには、ねん土にさし ・浮沈子がうまく浮いたり沈んだりしない 30

て立てさせた。 場合は、浮沈子の中の水の量を調節させ

・線香の煙の濃さの変化に着目させた。 た。 分

３ 空気でっぽうの玉がとび出すときの中 ３ 浮沈子が浮いたり沈んだりする様子を

の空気の様子を調べた。 調べた。

・玉を指で押さえながら力を加えることに ・空気は浮くが、おもりは沈む。そのバラ

より、空気が玉を圧していることを実感 ンスで浮いたり沈んだりすることに気づ

させた。 かせた。

・押さえていた玉がはずれたときの、線香 ・力を加えたときの浮沈子の中の空気のか

の煙が出てくる様子を観察させた。 さの変化に着目させた。

４ 実験結果をまとめた。 ４ 実験結果をまとめた。

・学習カードに図と文で記入させた。 ・浮沈子の中の空気のかさの変化を確かめ

、 。させてから 学習カードをまとめさせた

５ 結果と考察を発表し、本時の学習をまとめた。

・補充的な学習と発展的な学習の結果と考察を発表することで、互いの学習内容が分 ５

かるようにした。 分

・ 空気でっぽうは、圧し縮められた空気が玉を圧し出すこと 「浮沈子が浮いたり「 」、

沈んだりするのは、中の空気のかさが関係していること」を押さえた。

（本時）④ 評価規準

＜補充的な学習＞

空気は、圧し縮められるほど圧し返す力が

大きくなることと空気でっぽうの玉がとぶこ

。（ ）とを関係づけて考えることができる 思考

＜発展的な学習＞

浮沈子が浮いたり沈んだりする様子を興味

関心をもって調べ、浮沈子が浮いたり沈んだ

りするのは、中の空気のかさが関係している

ことに気づいている （関心・意欲・態度）。
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(6) 成果と課題

ア ぐんぐんシートの活用

○ぐんぐんシートの記述や得点状況から、児

童の学習到達度を見取ることができた。ぐ

んぐんシートの合計得点が４点以下の児童

には補充的な学習が必要であると考えたと

ころ、４点以下の児童が39名中12名いたた

、 。め 補充的な学習が必要であると判断した

特に、ぐんぐんシート(2)の得点率が低い

ことから、｢空気はおしちぢめられるか｣の

科学的な思考についての補充的な学習が必

要であると考え、補充的・発展的な学習を

行った。図４に、ぐんぐんシート(2)の記

述例を示した。

図４ ぐんぐんシート(2)の記述例

○ぐんぐんシート(2)にかかわる学習を補充

的な学習で行うことを児童に伝えて、補充

的・発展的な学習を選択させた。ぐんぐん

シートの記述や得点状況を児童自身が振り

返ることから、多くの児童が自分に適した

学習を選択できた。このことから、児童の

自己評価能力を高めることができたと考え

る。どちらを選択するか迷っている児童に

対しては、どちらが適しているかのアドバ

イスを行った。ぐんぐんシートの得点と補

充的・発展的な学習の選択の関係は表２の

とおりであった。

空気が玉を圧し出すことは記述できたが、空気が圧

し縮められることや圧し返そうとする力で玉を圧し

出すことが記述できていないので、２点中１点。

表２ ぐんぐんシートの得点と補充的・

発展的な学習の選択の関係

ぐんぐんシー 補充的学習 発展的学習

ト 合計得点 選択人数 選択人数

7点 満点 1人 8人（ ）

6 1 10

5 4 3

4 8 1

3～0 3 0

計 17人 22人

○「学習をふり返って」では、39名中30名の

児童が、空気は圧し縮められるが水は圧し

縮められないこと、圧し縮められた空気に

よって空気でっぽうの玉がとび出すこと等

を記述できており、本単元の基礎・基本を

。 、身に付けることができたと考える 図５に

「学習をふり返って」の記述例を示した。

「 」図５ ぐんぐんシート 学習をふり返って

の記述例

イ 一人でも効果的にできる補充的・発展

的な学習の工夫

○補充的な学習では、空気でっぽうのおし棒

をおしたときの中の空気の様子について、

空気が圧し縮められていることや線香の煙

の色が濃くなったことを、17名中13名の児

童が学習カードに記述できていた。また、

玉がとび出すときの空気の様子について、

煙が一気に出てくることを17名中14名が文

または図で表現していた。図６に、補充的

な学習の学習カードの記述例を示した。

図６ 学習カードの記述例
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○発展的な学習では、浮沈子が浮いたり沈ん

だりすることに大変興味をもって取り組ん

でいたことが、児童の観察から分かった。

○単元の評価テスト（日本標準）の結果は、

学級の平均点が92点（全国平均82点）で、

Ｃ評価（70点未満）は２人であった。この

ことから、個を伸ばすための補充的・発展

的な学習の指導の成果があったと考える。

ウ 課題

○補充的な学習と発展的な学習の選択につい

ては、まだ自分に適していない学習を選択

した児童や自分で選択できずに教師に決め

てもらった児童もいた。引き続き自己評価

能力を高めていく必要がある。

○発展的な学習では、浮沈子が浮いたり沈ん

だりするわけに気づかせるのに時間がかか

り、学習カードに記述できた児童が少なか

った。発展的な学習についても効果的な支

援が必要である。

１ 研究の成果

以下のような点から、個を伸ばすことがで

きたと考える。

○評価の指標を明らかにしたぐんぐんシート

を活用することにより、教師が児童の学習

到達度を客観的に把握し、児童に応じた適

切な評価と支援を行うことができた。

○ぐんぐんシートの記述を点数化し、評価の

指標を示すことにより、児童も自分の学習

到達度を把握することができるようになっ

たた。このことにより、児童の自己評価能

力が高まり、補充的・発展的学習を行う際

に、自分に適した学習を選択できた。

○補充的な学習と発展的な学習は、学習内容

に対する児童の興味・関心に差があまりで

きないように展開を考え、そのことを児童

に伝えることにより、興味・関心のみで選

択する児童を減らすことができた。

○補充的・発展的学習において、共通の操作

や活動で学習を行ったり、自主的に活動で

Ⅳ 個の見取りを指導に生かす実践

の成果と課題

きるように展開を工夫したりすることによ

り、補充と発展の両方の学習を一人でも効

果的に指導することができた。

○座席と板書を補充的・発展的な学習で２つ

に分け、実験方法について学習カードに示

したり、模造紙で図示する等板書を工夫し

たりすることにより、効果的に指導するこ

とができた。

２ 研究の課題

○ぐんぐんシートを活かして支援したり、補

充的・発展的な学習を行ったりした後も、

Ｃ評価になる児童が出てきてしまう。その

ような児童に対しては、さらに個別の指導

が必要である。

○補充的・発展的な学習で自分に適した学習

を選択できない児童がいる場合は、個別に

指導する必要がある。

○ぐんぐんシートで、見取れない場合は、学

習カードや観察等で補ったが、より使いや

すいぐんぐんシートを開発していきたい。

単元の中で児童が必ず身に付けなければな

らない基礎・基本をぐんぐんシートの中で確

認事項として取り入れましょう。ぐんぐんシ

ートを用い、児童の学習到達度を客観的に把

握し、個を伸ばす指導に生かしましょう。

ぐんぐんシートの記述を点数化し、評価の

指標を示すことにより児童の自己評価能力を

ポイント２

ぐんぐんシートを使い、児童の自己評

価能力を育てましょう

ポイント１

ぐんぐんシートを使い、児童の学習到

達度を把握しましょう

Ⅴ 個を伸ばす指導のポイント
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育てましょう。自己評価能力が高まれば、補

充的・発展的な学習を行うときに的確に選択

できるようになります。児童一人一人の実態

に合った学習を選択させることで、児童の個

を伸ばしてあげましょう。

ぐんぐんシートで児童の学習到達度を見取

った結果、学習到達度が低い児童がいる場合

は、補充的・発展的な学習を取り入れ、学習

到達度に応じて児童の個を伸ばしてあげまし

ょう。

指導者が一人の場合は、授業実践で示した

（ ）様にちょっとした工夫 板書や内容の共通性

で行えます。気軽に取り入れ、児童の個を伸

ばしてあげましょう。

ポイント３

児童の学習到達度に応じて、補充的・

発展的な学習を取り入れましょう

ポイント４

学習内容や板書等を工夫して、一人で

も指導できるようにしましょう
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